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　広島原爆被災撮影者の会
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　　これまで刊行しました「紙碑」全８集を当事業団ホームページ

（ http://www.hge.city.hiroshima.jp/）に掲載しております。

　　是非、ご利用ください。
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被
爆
七
十
五
周
年
・
原
爆
養
護
ホ
ー
ム
開
設
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
こ
の
度
、
入
園
者
十
一

名
の
方
々
か
ら
貴
重
な
被
爆
の
体
験
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
被
爆
体
験
記
「
紙
碑
」
第
八
集
を
刊
行

い
た
し
ま
し
た
。

　

被
爆
体
験
記
「
紙
碑
」
は
、
入
園
さ
れ
て
い
る
方
々
の
被
爆
者
と
し
て
の
思
い
や
、
生
き
抜
い
て

こ
ら
れ
た
姿
を
後
世
に
長
く
伝
え
て
い
く
た
め
昭
和
五
十
六
年
七
月
に
被
爆
三
十
五
周
年
・
原
爆
養

護
ホ
ー
ム
開
設
十
周
年
を
記
念
し
て
、
第
一
集
を
刊
行
し
、
以
来
、
被
爆
七
十
周
年
に
あ
た
る
平
成

二
十
七
年
ま
で
に
、
第
二
集
か
ら
第
七
集
を
刊
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
原
爆
養
護
ホ
ー
ム
に
は
、
毎
年
、
全
国
の
小
・
中
・
高
校
生
を
中
心
と
し
た
学
校
関
係
や
各
地

域
の
団
体
の
方
々
が
来
園
さ
れ
、
入
園
者
か
ら
、
戦
争
の
悲
劇
、
被
爆
の
惨
禍
等
の
体
験
談
を
聞
き
、

平
和
の
尊
さ
、
世
界
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
習
さ
れ
て
い
ま
す
。



　

原
爆
投
下
か
ら
七
十
五
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
、
被
爆
者
の
平
均
年
齢
も
八
十
二
歳
を
超
え
、
被

爆
の
惨
禍
を
身
を
も
っ
て
知
る
被
爆
者
の
被
爆
体
験
を
、
直
接
伺
う
機
会
が
失
わ
れ
る
懸
念
も
強

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
書
が
被
爆
の
実
相
を
継
承
す
る
貴
重
な
体
験
記
と
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の

方
々
の
目
に
触
れ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

第
八
集
の
刊
行
に
当
た
り
、
辛
く
悲
惨
な
体
験
を
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
貴
重
な
被
爆
写
真
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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広島県商工経済会の屋上から見た広島県産業奨励館

(原爆ドーム) （米軍撮影／広島平和記念資料館提供）

相生橋西北部の航空写真
爆心地上空から相生橋を見る。橋を中心に広島県産業奨励館(原爆
ドーム)、広島県商工経済会、本川国民学校が残っている。倒壊し
た市街地。中央のT字型の橋が投下目標になった相生橋。

（米軍撮影／広島平和記念資料館提供）

＊～～～＊＊～～～＊＊～～～＊＊～～～＊＊～～～＊＊～～～＊＊～～～＊＊～～～＊＊～～～＊＊～～～＊



原
爆
被
害
概
況

焼
失
区
域
〈
点
線
内
〉
約
1,325万

㎡
全
　
焼
　
戸
　
数
　
　
約
４
万
８
千
戸



紙
碑
・
被
爆
者
の
あ
か
し　

第
八
集

令
和
二
年
四
月
一
日
　
発
行

編
集
者

発
行
者

公
益
財
団
法
人

広
島
原
爆
被
爆
者
援
護
事
業
団

広
島
市
安
佐
北
区
倉
掛
三
丁
目
五
〇
番
一
号

印
刷
　
可

部

プ

リ

ン

ト

社

広
島
市
安
佐
北
区
可
部
二
丁
目
三
八
ー
二
二

　〒
731-
0221

電
話
（
〇
八
二
）
八
一
二
ー
二
三
六
五


